
工
哉
竿
四
年

会
一〇
り
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六
月
二
士
暑
且
幅
卦
摯
本の
記

二
子
早
ク
の
ハ
菫
あ
あ
ア
官
ム
Ｑ
）
午
方
一
一こ
か
贔
Ｒ
な
総
唄
ア
イ
場
の
蓄
目

関
堡
纂
迎
え
馬
懲
顧

一学
翠
含
薫
Ｅ
導
じ
某
の
著
盆
婿
落
埋
レ
か
っ
た

平
和
に
つ
い
て
五
雷
人
口
？
亀

沖
縄
の
基
地

問
題
に
つ
い
て
も
彼
女
等
は
関
心
を
示
し
た

そ
の
後
ヽ
帆
船

〈日
本
丸
〉
か
ら
、
海
上

保
安
庁
の
巡
視
艇
の
停
泊
し
て
い
る
埠
頭
に

さ
し
か
か
つ
た
時
、
一狗
碑
に
書
か
れ
た
香
醤
呈

后

２
狙
大
旦あ
こ

の
御
歌
が
日
に
止
ま
っ
た
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ラ
ラ
の
品
積
ま
れ
た
る
見
く

と
つ
国
の
あ
つ
き
應
に
涙
こ
ほ
し
つ

温
か
き
と
つ
国
人
の
　
磁
つ
く
し

ゆ
め
な
わ
す
れ
そ
　
時
は
経
ね
と
も

二含
輝
鼻
后
御
歌

こ
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碑
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く
緻
燃
駿
添
箕
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ス
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よ
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Ｆ
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夕
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旨
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軍

愈

ル
何

れ

項

配
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〓
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選
い＆
旨
督

（
皐
固
冨
益
本

と
何
り

力
制
否
嬰
代
結
天
昌
国
の
北
叫
剛
の
よ
メ
ト
賑
軸
出
Ｔ
∬
り
ヽ

い
た
ン
ヽ
お
ま
か
の
書
し
い
時
代
を
克
服
ｔ
現
在

の
旦
公
あ
る

と
璽

ら
た
展

ｔ

≦
勇
忙

な
つ
た
厨
げ
す
Ｒ
趣
宮
＆
神
橿
つ
と
Ｔ
昇
だ

油簗
Ж
碗
を
星
＃
堂
縫
棒
長
Ω
驚
蒔
代
の
友

人
曾
Ч
ベ
ト
キ
矢
部
摯
〓
ゞ
化
亡
―
γ́
告
革
黍
笙
知
ら
大
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れ
た
。
日
本
軍
の
特
別
攻
撃
隊

（特
孜
啄

の
こ
と
も
話
題
に
な
つ
た
。
思
え
ば
学
徒
出

陣
で
多
く
の
若
い
命
が
沖
縄
戦
で
散
華
し

，亀
　
冒
孵
ス
わ
だ
つ
み
の
戸
』
の
書
の
中
に

一円
大
の
ユＵ
身
の
出器
壁
量
画
の
）字
生
の
壬
記
が

あ
る
。
こ
の
書
の
中
の
何
篇
か
英
訳
し
て
伝

え
た
。
彼
女
た
ち
が
日
頭
を
押
さ
え
る
の
を

見
た
。
学
友
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
逝
っ
た
幸

い
思
い
出
が
想
起
さ
れ
た
の
か
、
戦
争
の
非

情
さ
が
彼
女
の
心
を
動
か
し
た
の
か
。
聞
く

こ
と
を
躊
躇
っ
た
。
若
い
教
師
も

『ア
メ
リ

カ
で
は
海
外
の
基
地
に
勤
務
す
る
兵
士
も
多

，ヽ

教
え
子
の
父
親
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、

死
亡
し
た
。
こ
の
子
供
に
は
特
に
心
を
か
け

尾
可

て
い
奄

』
ル
静
か
に
五ぢ
た

力
３

違

暑

界

、
土曇

璽
塑

暑

『
ナ
相
と
人
権
を
大
切
に
す
ス
洋
太
と
を
築

く
旗
手
と
し
て
世
界
に
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
。

創
刊
号
の
紙
面
に
載
せ
る
記
墓
ｙ
，
К
加
籍
円

＞
黒
ち
た
が
、
今
年
度
Ω
蒸
激
焚
一ぶ
六
月

二
士
二
臥

いあ
支
部
焚
雇
創
世
ア
出

十
“
こ
の
日
は
、
「
屏
螢
工の

一
日
』
で
も
あ
る
．
、

十
年
前
の
こ
の
目
を
想
起
し
て
こ
の
文
章
を
っ

部
Ｔ
ｙ
仔
Ｌ
に
い
で
す
“
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裟
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ア

官

こ
の
日
、
横
浜
国
五
大
学
付
属
鎌
倉
小
学

校
が
相
嫁
（し
そ
の
後
ヽ
横
浜
の

「港
み
ら
い

地

‐
区
Ｉ
象
否
中し
て
い
穐

赤
レ
ス
覆
曇
旱

付
近
を
散
策
し
て
い
た
時
、

『ビ
ー
ト
ル
ズ

の
音
楽
が
聞
ン」え
る
』
と
、
米
国
人
の
若
い

教
師
が
叫
ん
だ
。
音
の
す
る
方
に
向
か
っ

た
。
古
り
算
で
辱
量
４
サ

のヽ
公
園
か
ら
だ

つ
た
。
近
づ
く
に
つ
れ
て
抱
縄
の
三
線

（さ

ん
し
ん
）
の
立Ｒ
更
に
近
づ
く
ル入
種
夕の
雰

田
を
公
名
牲
解
で
妥
ほ
嶋

「
地
縄
の
其
筋
地板
荘
直

を
乗
め
た
集
会
で
あ
っ
た
υ
六
月
二
士
二
日

は
ヽ
沖
縄
戦
の
終
わ
っ
た
日

（慰
霊
の
員
）

で
あ
り
、
こ
の
臥

平
和
の
希
求
Ｌ
基
地
返

還
を
求
め
三
線
で
奏
で
る
沖
縄
民
謡
と
ジ

ヨ
ン
レ
ノ
ン
の
歌

（反
戦
の
歌
）
も
会
場
に

流
し
集
会
の
意
図
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

『ア
メ
リ
カ
は
ぃ
今
ム
外
菌
一で
戦
い
を
し

て
い
フ■

こ
の
た
め
に
莫
大
な
お
金
を
遣
っ

て
い
奄

こ
の
戦
費
の
一部
で
い
い
か
ら
教

育
に
回
し
て
く
れ
た
ら
子
供
達
は
ど
ん
な

に
幸
モ
だ
ろ
つ
か
。
』
こ

朴写
窪
が
語
っ

た
言
葉
が
心
に
重
く
響
い
た
υ


